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大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関する
サイバーシンポジウム「教育機関DXシンポ」

運用でカバーした (?)
複数大学をまたぐ Moodle の提供事例

〜 京都三大学教養教育研究・推進機構による
教養教育共同化科目への対応 〜

京都工芸繊維大学　情報科学センター
桝田　秀夫 (h-masuda@kit.ac.jp)
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京都三大学教養教育共同化とは

https://kyoto3univ.jp/p105
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「教養教育共同化カリキュラム」

https://kyoto3univ.jp/p110
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[非共有ページ]

https://kyoto3univ.jp/wp-content/uploads
   /2022/04/8b155e24b6534ade37d49c35599bdc76.pdf



2022/06/10 7

(実は) こんなこともありました。
● NIIオープンフォーラム (2011年6月)

● 前身となる支援事業
● 学認Moodle (2014年頃〜 ?) はまだ。

実現せず。
(できてれば・・・)
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…。

https://kyoto3univ.jp/p150
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2020年度当初の通知時系列 (抜粋)
03/30 「前(春)学期の授業について」

● 講義室等における対面授業の開始日を5月7日に延期
● 4/13から5/1の間にLMS等を利用して授業一回分の学習活動を実施

04/03 「前（春）学期の授業の実施方法及び受講登録の流れについて」通知
● 4/6，7の新入生オリエンテーションを中止。情報リテラシーガイダンス延期

(5/7以降の) 講義室等における対面授業については、間隔を十分に取った座席配置により実施。遠隔
授業も併用。

● 京都三大学教養教育共同化科目について4/13,4/20,4/27は休講扱い。

04/17　「5/7以降の授業実施の方法について（第2報）」通知
● 前学期のすべての授業をオンライン授業（遠隔授業）で実施するものとします。

04/20　「大学の閉鎖に伴う教育研究活動について」通知
● 5/6まで大学を閉鎖(必要最低限の学内作業を除く）

04/20　「学生の研究室での活動について（第３報）」通知
● 研究室での活動禁止措置をを6月30日まで延長

04/20　「課外活動の禁止について」通知

永井ら: 「新型コロナウイルス対応における京都工芸繊維大学情報科学センターの取組」
第32回CLE研究発表会 情報処理学会研究報告 Vol.2020-CLE-32(7),1-8 (2020-11-20) 

4/16　緊急事態宣言発令(対象地域:全国)
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京工繊大Moodle https://moodle.cis.kit.ac.jp/
● 常勤教職員、

全学生の登録
 (CISアカウント発行)

● 学務データに
基づくコースの
事前作成

● 約2,000コース/年
● 履修登録データ

との(緩い)連動機能

利用コース数
●    159 (2019年度)
● 1,305 (2020年度)

[1] 桝田ら :「低コストな高可用性と学務システム連携を考慮したMoodleシステムの構築」,
情報処理学会IOT研究会, ICM2008-12, pp.65-70, May, 2008.

[2] H.Masuda, et.al.:``Moodle Integration of an Automated Account Enabling System and a User Status Collection System'',
ACM SIGUCCS 2011 Service & Support Conference, pp.207-210, November 12-17, 2011.  
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ファイル共有システム https://drive.cis.kit.ac.jp/
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三大学共同科目への対応検討
● 京工繊大は、以下をCISアカウントのShibboleth SSOで運用。

● Moodle: 文書提供やレポート授受など
● Nextcloud: ビデオ教材などの大容量ファイル (Moodleから手動リンク)
● Webex: オンライン配信

● 京府立大・京府立医大の学生が、京工繊大提供の科目を受講する場合
は、科目等履修生扱いとして個別にアカウントを京工繊大から提供

● 府大・府医大では、メールアカウントの提供のみ (LMS運用なし)。

課題
● 府大・府医大・工繊大の、科目担当教員・学生が利用できるLMSの提供

● アカウント発行・授受・パスワード忘れ対応
● 利用者教育 (窓口対応)
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さて、切れるカードは。
a)各大学のShibbolethを利用し、学認Moodleを使う。

● 匿名化されている。後でしか戻せない。(学生識別に難あり)
– 府大・府医大には技術担当者が (ほぼ) 居ない・・・。

● コンソーシアムとして使う想定ではない。

b)工繊大Moodle (+Nextcloud) を、府大・府医大にも提供する。
● アカウント配布をどうするのか。(そもそも大学に来てない)

– 府大・府医大の担当教員数 約60名。関連学生数 約2,000名。
– アカウントを複数持つことになる

c) 工繊大Nextcloudを、担当教員で利用可能にし、ファイルの授受機能のみ提供と
する。

● 担当教員数分のアカウント配布をすれば良い。
– 受講生は、講義毎の共有リンクを利用するのみ (認証なし)
– 学務システムの講義連絡ページにリンクを置く
– ファイル共有の不適切利用の懸念は、リンクの有効期限を限定してあることで許

容する (定期的(毎週)な付替えが必要)
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やってみた。 (2020年度前期, c案)
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やってみた。 (2020年度後期, b案)
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今後はどうする？
● 技術よりも業務の壁が多い。

● 学年暦・時間割の時間帯の違い
● 学務業務の違い
● システム運用をマネジメントできる人材が全大学には不在

集中型 vs 分散型 vs …
● 1つのLMSを全大学で共通して使う

● 壁を超えてすり合わせる努力が必要
→それぞれで持ち出して共同化したら安上がり、だったのに…。

● 各大学のLMSをフェデレーションして相互利用可能にする
● 各大学での運用管理技術の向上(?)が必要
● 大学間での学務業務への摺り合せはどうしても必要
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ありがとうございました。
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